
主な記事
・２６年度最低賃金 伸び率縮小 ２面
・若手農業者の確保進まず ３面
・技能検定試験問題と正解 ４－５面
・丸山２機種 環境省助成対象に ７面
・中古農機フェア実績 ８面

◇
「
信
頼
第
一
」
品
薄
で

も
出
展
基
準
を
維
持
／
三

菱
製
農
機
は
出
展
見
送
り

第
32
回
兵
庫
県
中
古
農

業
機
械
フ
ェ
ア
が
7
月
10

日
と
11
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
。
今
年

の
会
場
は
県
南
部
に
位
置

す
る
河
西
市
の
県
立
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

で
、
今
回
が
初
開
催
と
な

る
。
梅
雨
の
大
雨
や
大
型

台
風
の
発
生
な
ど
で
、
一

時
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
梅
雨
は
開
催
前
々
日

の
8
日
に
明
け
、
大
型
台

風
も
兵
庫
県
に
は
直
接
影

響
し
な
か
っ
た
た
め
、
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

中
古
農
業
機
械
は
全
国

的
に
品
薄
な
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
出
展
条
件
は

例
年
通
り
の
基
準
を
維

持
。
さ
ら
に
、
今
回
は
三

菱
製
農
機
の
出
展
を
見
送

っ
た
。
こ
う
し
た
中
で

も
、
ト
ラ
ク
タ
41
台
を
は

じ
め
計
3
5
4
台
を
出
展

し
、
ト
ラ
ク
タ
は
キ
ャ
ビ

ン
付
が
1
台
の
み
だ
っ
た

が
、
31
台
成
約
す
る
な
ど

成
約
台
数
は
計
1
8
3

台
、
売
上
金
額
は
前
年
比

1
0
3
・
8
％
の
9
6
7

8
万
円
と
な
り
、
売
上
金

額
は
4
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。

抽
選
と
な
る
初
日
の
午

前
中
は
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
、
ト
ラ
ク
タ
・
コ

ン
バ
イ
ン
・
田
植
機
の
合

計
成
約
率
は
8
割
を
超

え
、
中
古
農
機
需
要
の
高

さ
を
改
め
て
実
感
す
る
展

示
会
と
な
っ
た
（
3
面
と

8
面
に
関
連
記
事
）。
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お
に
ぎ
り
は
何
粒
の
お

米
か
ら
で
き
て
い
る
の

か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
「
数
え
て
み
た
」
と
い

う
動
画
が
い
く
つ
も
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
が
、
農
林

水
産
省
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｂ
Ｕ
Ｚ

Ｚ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ

ば
ず
ま

ふ
」
で
検
証
実
験
を
行
っ

て
い
る
。
単
に
お
に
ぎ
り

の
米
粒
数
を
数
え
る
だ
け

で
は
な
く
、「
稲
穂
1
株

分
の
米
で
お
に
ぎ
り
が
作

れ
る
か
」
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

調
査
で
は
、
ま
ず
田
ん

ぼ
か
ら
稲
穂
を
刈
り
取
っ

て
稲
か
ら
籾
を
外
し
、
ピ

ン
セ
ッ
ト
で
1
粒
ず
つ
マ

ス
目
に
並
べ
て
数
え
る
。

結
果
は
3
株
平
均
2
6
2

5
粒
。
続
い
て
、
コ
ン
ビ

ニ
お
に
ぎ
り
を
ほ
ぐ
し
て

数
え
る
。
こ
ち
ら
は
2
1

2
5
粒
。
2
つ
の
調
査
か

ら
、
お
に
ぎ
り
1
個
は
稲

穂
1
株
で
作
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

動
画
時
間
は
5
分
ほ
ど

に
編
集
し
て
い
る
が
、
実

際
の
作
業
は
3
人
が
か
り

で
3
日
間
。
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
作
業
だ
。
見
て

い
て
、
と
て
も
や
り
た
い

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
も
っ

と
楽
に
導
き
出
す
方
法
も

あ
る
。
玄
米
や
小
麦
な
ど

の
1
0
0
0
粒
分
の
重
さ

を
示
す
「
千
粒
重
」
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
穀
物

の
良
し
悪
し
を
見
る
た
め

の
デ
ー
タ
だ
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
一
般

的
な
米
の
場
合
、
玄
米
1

0
0
0
粒
が
22
グ
ラ
ム
。

精
米
し
て
糠
を
落
と
す
と

1
割
ほ
ど
減
り
20
グ
ラ
ム

に
な
る
。こ
れ
を
炊
く
と
、

水
を
吸
っ
て
重
さ
が
2
・

2
倍
に
な
っ
て
44
グ
ラ

ム
。
従
っ
て
、
ご
は
ん
1

0
0
0
粒
は
44
グ
ラ
ム
、

1
粒
は
0
・
0
4
4
グ
ラ

ム
と
わ
か
る
。

コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り

の
重
さ
は
約
1
0
0
グ
ラ

ム
だ
。
こ
れ
を
0
・
0
4

4
グ
ラ
ム
で
割
る
と
約
2

2
7
3
粒
と
な
る
。
つ
ま

り
、
お
に
ぎ
り
1
個
あ
た

り
の
米
粒
は
約
2
3
0
0

粒
。
お
に
ぎ
り
の
種
類
や

米
の
品
種
に
よ
っ
て
バ
ラ

つ
き
は
あ
る
と
思
う
が
、

同
省
の
調
査
結
果
と
概
ね

一
致
す
る
。
他
の
動
画
の

結
果
も
同
じ
よ
う
な
数
だ

っ
た
の
で
、
お
に
ぎ
り
の

米
粒
数
は
2
1
0
0
〜
2

7
0
0
粒
く
ら
い
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

お
に
ぎ
り
は
、
弥
生
時

代
の
中
期
に
は
あ
っ
た
こ

と
が
遺
跡
の
発
掘
か
ら
わ

か
っ
て
い
る
。
平
安
時
代

に
は「
屯
食（
と
ん
じ
き
・

と
じ
き
）」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
平
安
・
鎌
倉
時
代

な
ど
に
宮
中
や
貴
族
の
家

で
の
宴
の
際
、
庭
に
並
べ

た
台
に
盛
っ
て
下
級
の
者

に
与
え
た
酒
食
、
特
に
卵

形
に
握
り
固
め
た
強
飯

（
こ
わ
め
し
）
の
こ
と

だ
。
卵
に
形
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
「
鳥
の
子
」
と

も
呼
ば
れ
た
そ
う
だ
。

お
に
ぎ
り
は
「
お
む
す

び
」
と
も
言
う
。
ど
ち
ら

も
意
味
は
同
じ
だ
が
、
お

に
ぎ
り
の
方
が
歴
史
は
古

く
、「
に
ぎ
り
飯
」
か
ら

変
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
一
方
、「
お
む
す
び
」

は
江
戸
時
代
、
身
分
の
高

い
女
性
が
丁
寧
な
言
葉
と

し
て
言
い
換
え
て
使
っ
た

の
が
始
ま
り
だ
そ
う
だ
。

も
う
す
ぐ
新
米
の
季
節

が
や
っ
て
く
る
。
米
余
り

と
言
わ
れ
る
中
で
も
、
主

食
用
米
を
作
る
農
家
は
今

年
も
多
い
。
い
く
ら
に
な

る
か
注
目
だ
が
、
や
は
り

米
は
日
本
人
の
主
食
。
生

産
者
も
消
費
者
も
納
得
で

き
る
価
格
設
定
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

26
年
度
最
低
賃
金
の
目
安
は
１
１
７
６
円

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
7
月
28
日
、
2
0
2
6
年
度
の
最
低
賃
金
を
前
年
度

か
ら
55
円
引
き
上
げ
、
全
国
平
均
加
重
を
1
1
7
6
円
に
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
引
き
上
げ
額
が
前
年
を
下
回
る
の
は
6
年
ぶ
り
。
価
格
転
嫁
を
十
分
で
き
て

い
な
い
中
小
企
業
へ
の
配
慮
が
背
景
に
あ
る
が
、
政
府
が
掲
げ
る
「
2
0
2
0
年

代
に
1
5
0
0
円
」
の
目
標
か
ら
は
後
退
す
る
形
と
な
っ
た
。

26
年
度
の
最
低
賃
金
の

目
安
が
決
定
し
た
。
引
き

上
げ
額
は
前
年
比
4
・
9

％
増
の
55
円
。
目
安
通
り

に
改
定
さ
れ
れ
ば
、
全
国

平
均
の
時
給
は
現
在
の
1

1
2
1
円
か
ら
1
1
7
6

円
に
な
る
。

引
き
上
げ
額
が
前
年
度

を
下
回
る
の
は
コ
ロ
ナ
禍

だ
っ
た
20
年
以
来
6
年
ぶ

り
と
な
る
が
、
引
き
上
げ

額
55
円
は
昨
年
の
66
円
に

続
き
、
過
去
2
番
目
に
高

い
。
労
働
者
側
は
昨
年
度

を
超
え
る
75
円
の
引
き
上

げ
を
求
め
た
が
、
経
営
者

側
は
原
材
料
費
高
騰
分
の

価
格
転
嫁
を
十
分
に
で
き

て
い
な
い
中
小
企
業
な
ど

へ
の
配
慮
を
求
め
、
最
終

的
に
は
現
実
路
線
で
落
ち

着
い
た
。
今
後
は
こ
の
1

1
7
6
円
を
目
安
に
し

て
、
都
道
府
県
ご
と
の
地

方
審
議
会
が
最
低
賃
金
を

決
定
し
、
10
月
以
降
順
次

適
用
さ
れ
る
。

目
安
は
、
各
都
道
府
県

を
Ａ
〜
Ｃ
の
3
ラ
ン
ク
に

分
け
て
提
示
。
経
済
力
の

高
い
東
京
都
や
大
阪
府
な

ど
6
都
府
県
の
Ａ
ラ
ン
ク

の
目
安
を
54
円
（
前
年
度

63
円
）
と
し
、
28
道
府
県

の
Ｂ
ラ
ン
ク
（
同
63
円
）

と
13
県
の
Ｃ
ラ
ン
ク
（
同

64
円
）
の
目
安
を
56
円
と

し
た
。
大
都
市
に
比
べ
て

最
低
賃
金
の
水
準
が
低
い

地
方
を
底
上
げ
し
て
地
域

間
格
差
を
縮
小
す
る
た

め
、
25
年
度
に
続
き
Ｂ
ラ

ン
ク
と
Ｃ
ラ
ン
ク
の
引
き

上
げ
額
を
Ａ
ラ
ン
ク
よ
り

高
く
設
定
し
た
。
現
状
、

都
道
府
県
ご
と
の
最
低
賃

金
は
最
大
で
2
0
3
円
の

開
き
が
あ
る
。
労
働
者
側

は
格
差
是
正
を
求
め
て
お

り
、
目
安
通
り
に
改
定
さ

れ
れ
ば
差
は
2
0
1
円
に

縮
ま
る
。

昨
年
度
は
隣
県
へ
の
人

材
流
出
を
懸
念
し
、
39
道

府
県
が
国
の
目
安
を
上
回

る
引
き
上
げ
を
実
施
。
し

か
し
一
方
で
、
改
定
額
の

適
用
時
期
を
遅
ら
せ
る
動

き
も
目
立
ち
、
都
道
府
県

間
で
最
大
6
カ
月
の
差
が

生
じ
た
。

政
府
は
「
20
年
代
に
1

5
0
0
円
」
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
実
現
に
は

6
％
を
超
え
る
引
き
上
げ

を
毎
年
続
け
る
必
要
が
あ

る
。
来
年
度
以
降
も
中
小

企
業
の
経
営
状
況
が
好
転

す
る
か
は
不
透
明
で
、
政

府
目
標
の
達
成
は
極
め
て

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

▼

前
年
比
５５
円
増
・
６
年
ぶ
り
伸
び
縮
小

▼

現
実
路
線
で
政
府
目
標
か
ら
後
退

お
に
ぎ
り
の
粒
数

最
低
賃
金
引
き
上
げ
が
負
担
８
割
・

大
い
に
負
担
は
３
年
で
倍
増

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
負
担
に
感
じ
る
中
小
企

業
が
8
割
に
及
ん
で
い

る
。
日
本
商
工
会
議
所
が

今
年
3
月
に
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、「
大
い
に
負

担
」
が
33
・
7
％
、「
多

少
は
負
担
」
が
42
・
9
％

で
、
併
せ
て
76
・
6
％
に

達
し
た
。「
大
い
に
負
担
」

は
23
年
（
16
・
8
％
）
か

ら
倍
増
し
て
お
り
、
3
社

に
1
社
が
か
な
り
厳
し
い

と
感
じ
て
い
る
。

▽
最
低
賃
金
で
働
く
労
働

者
は
増
加
傾
向

企
業
の
負
担
増
に
伴

い
、
最
低
賃
金
も
し
く
は

同
水
準
で
働
く
労
働
者
の

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

25
年
度
の
最
低
賃
金
引
き

上
げ
で
「
最
低
賃
金
を
下

回
る
従
業
員
が
い
た
た

め
、
賃
金
を
引
き
上
げ

た
」
中
小
企
業
は
45
・
1

％
と
半
数
近
く
に
上
り
、

2
年
続
け
て
上
昇
し
た

（
24
年
度
38
・
4
％
、
25

年
度
44
・
3
％
）。

近
年
の
大
幅
引
き
上
げ

は
都
市
部
や
正
社
員
に
も

影
響
が
拡
大
し
て
い
る
。

「
最
低
賃
金
を
下
回
る

従
業
員
が
い
た
た
め
、
賃

金
を
引
き
上
げ
た
」
中
小

企
業
は
、
地
方
が
46
・
6

％
、
都
市
部
が
37
・
0
％

と
地
方
の
ほ
う
が
高
い

が
、
都
市
部
は
昨
年
調
査

の
32
・
4
％
か
ら
4
・
6

ポ
イ
ン
ト
増
加
。
ま
た
、

雇
用
形
態
別
で
は
「
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
」
が

79
・
6
％
と
8
割
近
く
を

占
め
る
も
の
の
、「
正
社

員
」も
3
割（
32
・
4
％
）

を
超
え
て
お
り
、
昨
年
度

調
査
時
の
27
・
2
％
か
ら

5
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
。

▽
改
定
後
最
低
賃
金
の
発

効
日
は「
1
月
以
降
﹈を
希

望
す
る
都
道
府
県
が
5
割

昨
年
度
は
改
定
額
の
適

用
時
期
を
遅
ら
せ
る
動
き

が
目
立
ち
、
1
月
以
降
に

発
効
し
た
県
も
6
県
あ
っ

た
が
、
発
効
日
の
後
ろ
倒

し
を
希
望
す
る
都
道
府
県

は
ほ
ぼ
5
割
に
及
ぶ
。

望
ま
し
い
発
効
日
の
時

期
に
つ
い
て
、
25
年
度
の

発
効
日
が
年
内
（
10
〜
12

月
）
だ
っ
た
41
都
道
府
県

で
は
、
例
年
の
「
10
月
」

が
41
・
4
％
で
、
1
月
以

降
（
1
〜
3
月
）
が
49
・

3
％
。
25
年
度
の
発
効
日

が
1
月
以
降
だ
っ
た
6
県

に
つ
い
て
は
「
10
月
」
は

26
・
8
％
に
と
ど
ま
り
、

「
1
月
以
降
」
が
66
・
0

％
だ
っ
た
。

ま
た
、
発
効
日
ま
で
の

準
備
期
間
に
つ
い
て
は
、

「
確
保
で
き
た
」
企
業
は

年
内
に
発
効
し
た
41
都
道

府
県
で
僅
か
12
・
2
％
、

1
月
以
降
に
発
効
し
た
6

県
で
も
34
・
7
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
人
件
費
増
加
分

の
原
資
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

中
小
企
業
に
お
け
る
最
低
賃
金
の
影
響
調
査

農
林
水
産
省
は
8
月
3

日
、
熊
本
県
で
最
大
震
度

7
を
観
測
し
た
地
震
に
よ

る
農
林
水
産
関
係
の

被
害
状
況
（
午
前
11

時
現
在
）
を
公
表
し

た
。農

業
関
係
は
、
熊

本
県
で
は
農
地
3
8

9
カ
所
、
農
業
用
施

設
1
9
7
0
カ
所
の

被
害
を
確
認
。
農
地

は
ひ
び
割
れ
な
ど
、

農
業
用
施
設
は
水
路

や
ダ
ム
、
た
め
池
な

ど
で
異
常
が
あ
り
、

た
め
池
は
4
4
6
カ

所
中
56
カ
所
で
提
体

の
損
傷
な
ど
が
あ
っ

た
。
こ
の
他
、
農
業

用
ハ
ウ
ス
、
畜
舎
、

畜
産
物
処
理
施
設
、

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
な
ど
が
損
壊
し

た
。
ま
た
、
被
害
は
九
州

全
県
に
及
び
、
熊
本
県
以

外
の
5
県
合
わ
せ
て
農
地

10
カ
所
、
農
業
用
施
設
14

カ
所
で
損
傷
が
確
認
さ
れ

た
。農

作
物
で
は
梨
、

イ
チ
ゴ
、露
地
野
菜
、

イ
グ
サ
に
被
害
が
出

て
い
る
。

▽
商
組
関
係
者
の
人

的
被
害
・
建
物
の
倒

壊
は
な
し

熊
本
大
分
農
業
機

械
商
業
協
同
組
合
に

は
29
企
業
が
加
盟
し

て
い
る
が
、
全
組
合

員
企
業
及
び
商
組
事

務
局
の
従
業
員
・
家

族
全
員
の
無
事
が
確

認
で
き
、
人
的
被
害

は
一
切
な
か
っ
た
。

建
物
も
倒
壊
な
ど
使

用
で
き
な
い
損
壊
は

な
く
、
自
身
の
住
居
で
生

活
で
き
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

熊
本
地
震
に
よ
る
農
業
関
係
被
害
状
況

８
月
３
日
11
時
現
在

農地３８９カ所・農業用施設１９７０カ所
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農業「49歳以下」の割合低下
農
業
に
従
事
す
る
15
〜

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
に

占
め
る
49
歳
以
下
の
割
合

が
、
2
0
2
5
年
は
53
・

8
％
で
前
年
か
ら
0
・
5

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
全

産
業
平
均
と
は
10
ポ
イ
ン

ト
近
い
開
き
が
あ
る
。

23
年
ま
で
は
増
加
傾
向

で
、
09
年
の
38
・
9
％
以

降
、
年
々
比
率
が
上
が

り
、
23
年
に
は
55
・
3
％

ま
で
上
昇
し
た
。
し
か

し
、
24
年
・
25
年
は
2
年

続
け
て
低
下
し
た
。

農
業
従
事
者
は
60
歳
以

上
が
お
お
よ
そ
8
割
を
占

め
る
が
、
基
本
計
画
で
は

持
続
可
能
な
農
業
生
産
を

目
指
し
、
生
産
年
齢
人
口

に
占
め
る
49
歳
以
下
の
割

合
を
全
産
業
並
み
に
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
25

年
の
全
産
業
は
63
・
5
％

で
、
農
業
よ
り
9
・
7
ポ

イ
ン
ト
高
い
。
差
は
年
々

縮
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
の

2
年
は
再
び
差
が
開
い

た
。同

省
は
農
業
の
減
少
の

一
因
と
し
て
、
30
代
が
24

年
／
25
年
で
2
万
人
減
と

な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
分
析
が

必
要
と
し
て
い
る
。

基
本
計
画
で
は
、
30
年

に
49
歳
以
下
の
担
い
手
農

業
者
数
を
4
・
8
万
人
と

す
る
目
標
も
併
せ
て
掲
げ

て
い
る
。
だ
が
、
25
年
は

1
0
1
1
人
（
2
％
）
減

の
4
万
6
7
4
7
人
で
、

目
標
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。

ま
た
、
49
歳
以
下
の
就

農
形
態
別
の
傾
向
を
見
る

と
、
親
元
就
農
（
新
規
自

営
農
業
就
農
者
）
は
09
年

の
1
万
3
2
4
0
人
か
ら

24
年
の
6
1
1
0
人
と
、

15
年
で
半
分
以
上
減
少
し

た
。
た
だ
、
農
業
法
人
な

ど
に
雇
わ
れ
て
就
農
す
る

新
規
雇
用
就
農
者
は
09
年

の
5
8
7
0
人
か
ら
24
年

は
7
0
5
0
人
に
増
え
た

ほ
か
、
土
地
や
資
金
を
独

自
に
調
達
す
る
新
規
参
入

者
も
09
年
の
9
3
0
人
か

ら
24
年
は
2
5
6
0
人
と

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

▽
65
歳
以
上
も
含
め
れ
ば

49
歳
以
下
の
割
合
は
1
割

程
度そ

も
そ
も
、
49
歳
以
下

の
割
合
が
23
年
ま
で
上
昇

し
て
い
た
の
は
、
対
象
範

囲
を
64
歳
ま
で
に
区
切
っ

て
い
た
か
ら
に
過
ぎ
な

い
。
65
歳
以
上
の
農
業
者

も
含
め
れ
ば
、
割
合
は
1

割
程
度
ま
で
下
が
る
。
実

際
、
49
歳
以
下
の
基
幹
的

農
業
従
事
者
数
は
毎
年
減

少
し
て
お
り
、
農
業
が
65

歳
以
上
の
手
で
支
え
ら
れ

て
い
る
状
況
は
10
年
以
上

変
わ
っ
て
い
な
い
。

人
手
不
足
が
全
産
業
共

通
の
課
題
で
あ
る
中
、
基

本
計
画
に
掲
げ
る
目
標
達

成
は
極
め
て
困
難
を
極
め

る
。

◆
農
地
面
積
は
3
・
3
万

㌶
減
少
／
こ
の
ま
ま
進
め

ば
目
標
未
達
に
◆

農
地
面
積
も
25
年
か
ら

減
少
し
た
。
基
本
計
画
で

は
農
地
面
積
を
30
年
に
4

1
2
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
確
保

す
る
目
標
を
定
め
て
い
る

が
、
25
年
の
農
地
面
積
は

4
2
3
・
9
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
暫
定
値
）
で
、
前
年

か
ら
3
・
3
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
少
し
た
。
荒
廃
農
地

か
ら
の
再
生
な
ど
で
増
加

も
あ
っ
た
が
、
荒
廃
、
転

用
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ

る
減
少
が
上
回
っ
た
。
仮

に
こ
の
割
合
で
減
少
が
続

け
ば
、
4
1
2
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
目
標
を
下
回
る
。

農
業
者
の
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
若
手
農
業
者
の
確
保
が
進
ま
な

い
。
64
歳
以
下
に
限
れ
ば
、
49
歳
以
下
の
割
合
は
毎
年
上
昇
し
続
け
て
い
た
が
、

2
0
2
4
年
か
ら
減
少
に
転
じ
た
。
担
い
手
や
親
元
就
農
も
49
歳
以
下
は
減
少
し

て
お
り
、
農
林
水
産
省
は
持
続
可
能
な
農
業
実
現
に
向
け
、
具
体
的
な
数
値
目
標

を
設
定
し
て
い
る
が
、
達
成
に
は
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
る
。

▼

全
産
業
平
均
と
の
差
大
き
く

▼

担
い
手
も
親
元
就
農
も
減
少

飼
料
米
最
大
２５
万
ト
ン
不
足
・
主
食
用

米
は
２０
県
が
増
産
意
向
２６
年
産
作
付
意
向
調
査

▽
飼
料
用
米
は
24
年
産
の

3
分
の
1
未
満
に

作
付
意
向
を
作
物
別
に

見
る
と
、
飼
料
用
米
は
25

年
産
比
で
2
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
の
2
万
6
0
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
4
月
末
時
点

の
生
産
意
向
か
ら
さ
ら
に

7
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
減

少
し
、
24
年
産
の
3
分
の

1
未
満
に
落
ち
込
ん
だ
。

同
省
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
畜
産
物
の
差
別
化
に

必
要
な
飼
料
用
米
の
量
を

30
万
〜
40
万
ト
ン
と
し
て

お
り
、
15
万
〜
25
万
ト
ン

不
足
し
て
い
る
が
、
不
足

分
を
生
産
す
る
に
は
、
2

万
5
0
0
0
〜
4
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
や
す
必
要
が
あ

る
。
不
足
が
深
刻
化
し
た

25
年
産
で
は
、
畜
産
農
家

は
餌
の
変
更
な
ど
を
迫
ら

れ
た
。

米
粉
用
米
は
、
25
年
産

比
で
2
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
増
の
6
0
0
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
な
る
見
通
し
だ

が
、
需
要
量
の
6
万
ト
ン

に
は
3
万
ト
ン
（
6
0
0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
相
当
）
足

り
な
い
。
発
酵
粗
飼
料

（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
用
稲
は
25
年

産
比
で
6
0
0
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
減
、
麦
は
同
9
0
0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
、
大
豆

は
同
7
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
と
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
4
月
末
時
点
か
ら
2
0

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し

た
。一

方
、
味
噌
や
菓
子
な

ど
の
原
料
と
な
る
加
工
用

米
は
、
前
年
産
か
ら
1
0

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
の
4

万
5
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
る
見
込
み
。
4
月
末

時
点
と
比
べ
1
0
0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
増
え
た
。
輸
出

用
な
ど
の
新
市
場
開
拓
用

米
は
4
月
末
時
点
か
ら
変

わ
ら
ず
、
前
年
産
比
で
は

1
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

の
1
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
見

込
ま
れ
る
。
た
だ
、
い
ず

れ
も
需
要
量
に
は
届
い
て

い
な
い
。

▽
主
食
用
米
の
生
産
量
は

7
3
2
万
ト
ン
・
適
正
生

産
量
を
21
万
ト
ン
上
回
る

主
食
用
米
の
作
付
意
向

は
1
3
6
・
0
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
前
年
比
7
0
0

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
、

4
月
末
時
点
か
ら
は
3
0

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
に
と

ど
ま
っ
た
。
生
産
量
に
換

算
す
る
と
7
3
2
万
ト
ン

相
当
と
な
り
、
国
が
示
す

適
正
生
産
量
を
21
万
ト
ン

上
回
っ
た
。
こ
の
ま
ま
進

め
ば
、
来
年
6
月
末
の
民

間
在
庫
量
は
過
去
最
多
と

な
る
2
6
3
万
〜
2
8
1

万
ト
ン
に
膨
れ
上
が
り
、

需
給
が
一
層
緩
和
す
る
恐

れ
が
あ
る
。

都
道
府
県
別
に
見
る

と
、
25
年
産
実
績
よ
り
作

付
け
を
減
ら
し
た
の
は
9

府
県
に
と
ど
ま
り
、
20
県

が
増
産
意
向
を
示
し
た
。

特
に
、
中
国
・
四
国
・
九

州
が
増
産
に
意
欲
的
で
、

鳥
取
県
・
島
根
県
・
岡
山

県
・
徳
島
県
・
香
川
県
・

長
崎
県
の
6
県
が
前
年
並

み
、
そ
の
他
10
県
は
増
産

意
向
だ
っ
た
。

同
省
は
、
転
作
の
申
請

に
必
要
な
「
営
農
計
画

書
」
の
提
出
期
限
を
従
来

の
6
月
末
か
ら
8
月
20
日

ま
で
2
カ
月
間
延
長
し

た
。
今
後
、
ど
れ
だ
け
作

付
転
換
を
進
め
ら
れ
る
か

が
課
題
と
な
る
。

▽
広
島
県
中
古
農
業
機
械

モ
デ
ル
フ
ェ
ア
（
7
月
10

日
）今

年
も
Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ

し
ま
広
島
営
農
技
術
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
同

フ
ェ
ア
は
2
0
2
3
年
か

ら
金
曜
日
の
み
の
1
日
開

催
に
変
更
し
て
い
る
。
昨

年
、
出
展
台
数
が
1
0
0

台
を
割
っ
た
が
、
今
年
も

全
国
的
な
タ
マ
不
足
の
影

響
か
ら
出
展
台
数
は
70
台

で
、
売
上
金
額
は
前
年
比

58
％
の
1
7
5
0
万
円
と

な
っ
た
。
成
約
率
が
落
ち

込
ん
で
い
な
い
だ
け
に
、

出
展
台
数
と
り
わ
け
ト
ラ

コ
ン
田
の
タ
マ
不
足
が
大

き
く
響
い
た
。

▽
第
24
回
福
島
県
中
古
農

機
フ
ェ
ア
（
7
月
16
・
17

日
）大

玉
村
の
プ
ラ
ン
ト
5

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
福

島
県
中
古
農
機
フ
ェ
ア

は
、
出
展
台
数
こ
そ
例
年

並
み
を
維
持
し
た
が
、
や

は
り
ト
ラ
コ
ン
田
、
特
に

ト
ラ
ク
タ
の
台
数
不
足
が

結
果
に
直
結
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
除
き
、
昨
年
ま
で

10
年
連
続
で
売
上
1
億
円

を
突
破
し
て
い
る
が
、
今

年
の
売
上
金
額
は
前
年
比

70
・
9
％
の
7
4
7
5
万

円
に
と
ど
ま
っ
た
。
来
場

者
数
は
2
0
0
0
人
を
超

え
、
成
約
台
数
2
6
1
台

は
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

か
っ
た
が
、
管
理
機
な
ど

単
価
の
安
い
機
械
の
割
合

が
多
か
っ
た
こ
と
で
売
上

が
伸
び
な
か
っ
た
。

来
年
は
節
目
と
な
る
第

25
回
目
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
開
催
会
場
含

め
全
体
的
に
見
直
し
を
図

り
計
画
を
進
め
て
い
く
。

＊

中
古
農
機
の
タ
マ
不
足

は
、
こ
の
先
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
3
年
前
に
は
老
舗

の
岡
山
県
が
開
催
を
断
念

し
た
が
、
中
止
前
年
の
来

場
者
数
や
成
約
率
は
落
ち

込
ん
で
い
な
か
っ
た
。
各

地
、
今
年
も
来
場
者
数
は

多
く
、
中
古
農
機
へ
の
需

要
は
か
な
り
高
い
。
広
島

県
は
台
数
の
確
保
が
最
優

先
事
項
と
思
わ
れ
る
が
、

売
上
1
億
円
と
い
う
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
途
切
れ
た

福
島
商
組
は
、
組
合
員
の

団
結
力
が
試
さ
れ
る
。

広島・福島中古農機フェア開催

来場者は前年並みも
トラクタ不足の影響大
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株
式
会
社
丸
山
製
作
所

の
電
動
作
業
台
車
「
Ｍ
Ｆ

Ｂ
‐
06
」
お
よ
び
リ
フ
ト

式
電
動
高
所
作
業
機
「
Ｍ

Ｆ
Ｈ
‐
Ｇ
2
5
0
0
Ｂ
」

の
2
機
種
が
、
2
0
2
6

年
度
「
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
（
運
輸
部
門
等
の
脱
炭

素
化
に
向
け
た
先
進
的
シ

ス
テ
ム
社
会
実
装
促
進
事

業
の
う
ち
、
農
業
機
械
の

電
動
化
促
進
事
業
）」
の

補
助
対
象
農
業
機
械
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。

本
事
業
は
環
境
省
の
補

助
事
業
と
し
て
、
農
業
機

械
の
電
動
化
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
削
減
と
、
農
業

分
野
に
お
け
る
脱
炭
素
化

の
推
進
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。
26
年
度

の
補
助
事
業
者
募
集
は
7

月
7
日
（
火
）
よ
り
開
始

さ
れ
て
お
り
、
対
象
要
件

を
満
た
し
た
農
業
者
等
は

補
助
金
を
活
用
し
て
、
石

油
系
燃
料
を
用
い
る
従
来

機
と
の
価
格
差
の
2
／
3

相
当
額
が
補
助
さ
れ
、
対

象
機
械
を
導
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◇
補
助
対
象
農
業
機
械

▽
電
動
作
業
台
車
「
Ｍ
Ｆ

Ｂ
‐
06
」

運
搬
車
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

補
助
対
象
農
業
機
械
と
し

て
登
録
。Ｍ
Ｆ
Ｂ
‐
06
は
、

リ
フ
ト
作
業
・
棚
下
作

業
・
運
搬
作
業
に
対
応
す

る
電
動
作
業
台
車
。
荷
台

床
面
地
上
高
を
約
5
0
0

〜
9
2
5
㎜
ま
で
調
整
で

き
、
乗
り
降
り
や
走
行
時

の
安
全
性
に
も
配
慮
し
た

設
計
を
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
リ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
と
充

電
器
を
内
蔵
し
、
電
動
化

に
よ
る
低
騒
音
・
低
振
動

を
実
現
。
見
や
す
い
操
作

パ
ネ
ル
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト

が
標
準
装
備
さ
れ
て
い

る
。

▽
リ
フ
ト
式
電
動
高
所
作

業
機
「
Ｍ
Ｆ
Ｈ
‐
Ｇ
2
5

0
0
Ｂ
」

高
所
作
業
機
カ
テ
ゴ
リ

ー
の
補
助
対
象
農
業
機
械

と
し
て
登
録
。
Ｍ
Ｆ
Ｈ
‐

Ｇ
2
5
0
0
Ｂ
は
、
果
樹

栽
培
に
お
け
る
収
穫
や
せ

ん
定
な
ど
の
高
所
作
業
を

支
援
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
モ

ー
タ
ー
式
高
所
作
業
機
。

バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
に
よ

り
低
振
動
・
低
騒
音
で
排

気
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
た

め
環
境
負
荷
低
減
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載
し
な
い
た
め
燃

料
管
理
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン

起
因
の
ト
ラ
ブ
ル
が
な

い
。
簡
単
な
走
行
操
作
と

コ
ン
パ
ク
ト
な
機
体
設
計

に
よ
り
、
作
業
者
の
負
担

軽
減
と
作
業
効
率
が
向
上

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の

満
充
電
で
約
2
日
間
の
作

業
が
可
能
で
、
農
業
現
場

に
お
け
る
電
動
化
の
選
択

肢
と
し
て
環
境
負
荷
低
減

に
も
寄
与
し
て
い
る
。

◆
環
境
省
の
補
助
金
制
度

に
つ
い
て
◆

2
0
2
6
年
度
「
農
業

機
械
の
電
動
化
促
進
事

業
」
は
、
農
業
機
械
の
電

動
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
を
目
的
と
し
た
補
助

事
業
。
近
年
、
農
業
分
野

も
環
境
負
荷
低
減
へ
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
電
動
農
業
機
械
は
作

業
時
の
排
出
ガ
ス
を
発
生

さ
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、

騒
音
低
減
や
作
業
環
境
の

改
善
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
補

助
対
象
農
業
機
械
と
し
て

登
録
さ
れ
た
製
品
を
導
入

す
る
際
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
農
業
者
等
が
補

助
金
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
募
集
期
間
は
26

年
7
月
7
日
（
火
）
〜
11

月
30
日
（
月
）
ま
で
。

◆
補
助
対
象
機
械
に
つ
い

て
◆同

事
業
の
補
助
対
象
機

械
は
丸
山
製
作
所
の
2
機

種
以
外
に
も
数
多
く
あ

り
、
今
後
も
順
次
追
加
さ

れ
る
。
詳
細
は
「
農
林
水

産
・
食
品
産
業
技
術
振
興

協
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
下
さ
い
。

丸
山
製
作
所

▼

農
業
の
脱
炭
素
化
を
後
押
し

▼

制
度
活
用
で
従
来
機
と
の

価
格
差
の
２
／
３
を
補
助

電動作業台車「ＭＦＢ-06」

リフト電動高所作業車「ＭＦＨ-Ｇ2500Ｂ」

「電動作業台車」と「リフト式電動高所
作業車」が環境省の補助対象機械に

第 7 6 1 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 8年 8月 1 5 日（土曜日）（７）



（８）令和 8年 8月 1 5 日（土曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 6 1 号




